
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

明め
い

治じ

生
う

まれ変
か

わった銀
ぎん

座
ざ

＜おしゃれな町
まち

なみ＞

外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

に近
ちか

い銀
ぎん

座
ざ

も、いち早
はや

く変
へん

化
か

してきた。
ここでは銀

ぎん

座
ざ

の町
まち

なみを見
み

てみよう。
西
せい

洋
よう

風
ふう

の建
たて

物
もの

が建
た

ち並
なら

び、新
あたら

しい文
ぶん

化
か

が取
と

り入
い

れられている。
しかし、それは大

おお

きな火
か

事
じ

がきっかけとなったのだ。

下
した

のもけいは、1874（明
めい

治
じ

7）年
ねん

ころの銀
ぎん

座
ざ

のようす。中
ちゅう

心
しん

が銀
ぎん

座
ざ

四
よん

丁
ちょう

目
め

の交
こう

差
さ

点
てん

に当
あ

たる。建
たて

物
もの

はれんがでつくられている。

1872（明
めい

治
じ

5）年
ねん

2月
がつ

26日
にち

の午
ご

後
ご

3時
じ

ころ、和
わ

田
だ

倉
くら

門
もん

の辺
あた

りで
火
か

事
じ

が起
お

きた。強
きょう

風
ふう

にあおられて、火
ひ

はまたたくまに燃
も

え広
ひろ

がり、銀
ぎん

座
ざ

、築
つき

地
じ

、明
あかし

石町
ちょう

一
いっ

帯
たい

を焼
や

きつくした。この火
か

事
じ

を
「銀

ぎん

座
ざ

の大
たい

火
か

」という。明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は、今
こん

度
ど

はヨーロッパのような、
火
か

事
じ

になっても燃
も

えにくいれんがで近
きん

代
だい

的
てき

な建
たて

物
もの

をつくるこ
とにした。こうしてできた
のが、銀

ぎん

座
ざ

れんが街
がい

だ。

どうしてれんがづくりになったの？

「銀
ぎん

座
ざ

の大
たい

火
か

」を報
ほう

じるかわら版
ばん

。赤
あか

い部
ぶ

分
ぶん

が焼
や

けたところ。

銀
ぎん

座
ざ

でつかわれたれんが。

 れんがは火
ひ

に強
つよ

いぞ。
ブー！

新
あたら

しいものが続
ぞく

々
ぞく

と!
新
あたら

しい建
たて

物
もの

や乗
の

り物
もの

が現
あらわ

れた。生
う

まれ変
か

わった
銀
ぎん

座
ざ

は、明
あか

るく、華
はな

やいだ町
まち

となった。

2階
かい

建
だ

ての建
たて

物
もの

1階
かい

は屋
や

根
ね

をつけアーケードにし、２階
かい

にはバルコニーをつくった。

トーマス・J
ジェイ

・ウォートルス
土
ど

木
ぼく

建
けん

築
ちく

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

で、大
おお

蔵
くら

省
しょう

で
働
はたら

いていた。1872（明
めい

治
じ

5）
年
ねん

から銀
ぎん

座
ざ

れんが街
がい

の設
せっ

計
けい

、
工
こう

事
じ

の責
せき

任
にん

者
しゃ

を任
まか

された。

れんがの町
まち

を
つくった人

ひと

あかりがつけられ、夜
よる

でも明
あか

るくなった銀
ぎん

座
ざ

。

お店
みせ

がたくさん
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の銀
ぎん

座
ざ

は職
しょく

人
にん

たちが多
おお

く住
す

む地
ち

域
いき

だったが、できあがったれんが街
がい

は、商
しょう

人
にん

や新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

などの会
かい

社
しゃ

が借
か

り受
う

け、お店
みせ

を
次
つぎ

々
つぎ

に開
かい

業
ぎょう

していった。現
げん

在
ざい

、銀
ぎん

座
ざ

はたく
さんのお店

みせ

が集
あつ

まるにぎやかな町
まち

だ。それは、
このれんが街

がい

からはじまったのだ。

町
まち

なみがきれいになり、あまりの変
へん

化
か

に西
せい

洋
よう

人
じん

も日
に

本
ほん

人
じん

もおどろいた。景
けい

観
かん

は美
うつく

しいという声
こえ

もあったが、れんが
街
がい

のつくりは見
み

かけだけのものだと感
かん

じる西
せい

洋
よう

人
じん

もいた。

ちょっとちがうよ、
西
せい

洋
よう

風
ふう

……？

本
ほん

場
ば

から
見
み

ると
ちょっと…。

こんなに
変
か

わるとは!?

これは今
いま

の
丸
まる

善
ぜん

だね!

桜
さくら

や松
まつ

が植
う

え
られて、きれい
な町

まち

になった。

店
みせ

が建
た

ち並
なら

んだ銀
ぎん

座
ざ

通
どお

り。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の銀
ぎん

座
ざ

五
ご

丁
ちょう

目
め

のようす

西
せい

洋
よう

家
か

具
ぐ

を売
う

る店
みせ

。

れんがづくりの町
まち

に馬
ば

車
しゃ

や人
じん

力
りき

車
しゃ

などの乗
の

り物
もの

が行
い

き交
か

う。（協
きょう

力
りょく

：江
え

戸
ど

東
とう

京
きょう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

）

めがねを売
う

る店
みせ

。

 れんが街
がい

の通
とお

りは、馬
ば

車
しゃ

や人
じん

力
りき

車
しゃ

などの乗
の

り物
もの

が増
ふ

え、客
きゃく

をうばいあうけんかが絶
た

えなかったそうだ。

現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

（中
ちゅう

央
おう

）通
どお

り

現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

四
よん

丁
ちょう

目
め

交
こう

差
さ

点
てん

現げ
ん・

晴は
る海み

通ど
おり

銀
ぎん

座
ざ

明
あかし

石町
ちょう

7574


